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肺結核病巣の組織発生に関する組織化学的研究

第1報 入肺結 核病 巣 の核酸,ア ル カ リ性 ホ

ス ファタ ー ゼ,酸 性 多糖類 につ いて

大阪大学医学部第三内科学教室(主 任 堂野前維摩郷教授)

大阪大学微生物病研究所竹尾結核研究部第2部(主 任 堀三津夫助教授)

服 部 正 次

(昭 和28年9月 、14日 受 付)

(本論文の要旨は日本結核病学会第5回 近畿地方会及び昭和27年7月 大阪大学医学会において報告した)

緒 言

瀦 核病巣において類上皮細胞がどこからどのようにし

て生ずるかに関 しては未だに定説がない◎驚近年組織化学

は急速に進歩を来 したので,こ れを応用して類上皮細胞

発生に関 して現在迄に形態学の立場から積上げられた業

蹟を再検討 した｡

細胞の分裂増殖域いは分泌機能のさかんな時期 には細

胞内のRNAが 平行的に増量することから,RNAの 蓄

積 と蛋白の生体内合成とは関係があると考え られ て お

り1)-8),又 このように機能のさかんな細胞ではDNA

へ の燐の転換の割合が多くなることが知られ て い る9)

一一10)
｡こ のような代謝に伴 うエネルギーの輪廻を行 う酵

繁と亡ては,核 のアルカリ性ホスファターゼ(以 下A・P・

と略記)が 重要視 されてきた11)・12)・ヱ3)◇しかし今日では

Fe五9in14),Gould15),G◎etsob16),Belanger17)な どの報告

にみるように核のA.P.活 性 は核の構造が燐酸塩を吸着

し易いために誤認されていたもので,細 胞内蛋白合成 と

核のA.P.活 性の平行関係は全 く根拠のないものとされ

ている｡筆 者は結核病巣組織発生学的実験においてこれ

らの知見を再検討し,併 せて結核病巣のセンイ生成に関

しても何等かの知見を得る目的で,ま ず予備実験として

人肺結核病巣につき次の実験を行つた｡

実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

材料は肺葉切除術で切除 した結核肺と,結 核屍から取

り出 したもので,結 核屍の場合は自己融解を考慮 して死

後なるぺく早期に取 り出した｡

固定及び包理は,①20%中 性 ホルマ リンに48時 間固定

し,イ ソプロピルアルコール,ブ タノール,キ シロール

を経て56｡Cに てパラフィン泡 理するもの,② 純エタノ

ールに48時 間固定後,カ ーボワックスに包埋するもの

と,③ 純エタノールに24時 聞(氷 室),無 水 エタノール

に24時 間(室 温)固 定後,キ シロールを経て56｡Cの パ

ラフィンに包埋するものとである｡

切片は8ミ クロンに切 り,接 著剤は用いない｡

染色法は,① ヘマ トキシリン・エオジン染色,② 隈部

氏アニリン ・フクシン結核菌染色,③ 銀染色 とワン ・ギ

ーソン氏染色併用,④Hotc晦s8氏 過沃素酸Schiff氏

反応,⑤ 銀 染 色 とH｡tchkiss氏 染 色 の併 用,⑥ トル イ

ヂ ン ・ブ ル ・一一1:よ る メタ クraマ ジ ー(以 下M・ と略 記),

⑦Brachet氏 メ チル グ リー ン ・ピロ ニ ン染 色,⑧ 先 に メ

チル グ リーン ・ピロ ニ ン染 色 を し,同 じ標 本 で銀 染色 を

す る｡⑨FeulgeR氏DNA反 応,⑩Gomori氏A・R反

応,⑪ グ リコー ゲ ン、染色 の11種 で あ る｡

〔薩 〕 ⑥ はpH1.04か らpH7｡0迄 のSδrensen氏 及

び 酷 酸 緩衝 液 を用 い,染 色後 の分 周,観 察 な どす べ て 同

・-pH域 で 行 つ たo乾 燥 やア ル コ ール 使 用 は``変 色,yを

来 し,理 論 的 に も不 可 で あ る｡

なお 武 田"Hyalur◎ 盤idas♂100TRU/ec生 理 的 食塩

水,pH7.0,38｡C,2時 間作 用 及 びPepsine,pH5・0,

37｡C,2時 間 作 用 後 のM・ を も併 用 した◎ ⑩ の 作 用 時間

は3～6時 間 で 温度 は37ec,⑪ はLanghans氏 ヨー ド

法 とBest氏 カル ミン法 とで,唾 液 消 化(42｡C,30分)

及 び ヂ ア ス タ ーゼ 消化(pH5・6,42｡C,60分)で 確 認 し

たo

実 験 成 緩

〔1〕 乾 酪 化巣

1核 酸 … … 中心 部 でヘ マ トキ シ リン｡エ オ ジン染 色

で均 等性 に うす く染 る部 分 は 核 酸 を認 めず,外 側 部 には

Feulgen反 応 陽 性 の核 片 が 点 在 し,メ チ ノレグ リー ン に好

染 す るが,稀 に ピ鷺 ニ ン好 性 の もの もあ り,そ の よ うな

核 片 はRibonuolease作 用 後 も依 然 と して ピ ロニ ンで淡

紅 色 に 染 る｡

2A.P.… …Gom◎ri氏 法 で は 陰 性 だ が,基 質 にα)燐

酸 エ ステ ル を 入れ た もの,㈲ 入 れ な い もの,の 燐 酸 エ ス

テル も カル シ ウム イ オ ンも入 れ な い もの とで は,ω=勧

〉の の順 に 乾酪 化 巣 全 体 が 淡 い黒 色 に染 る｡

3糖 質 … …H◎tehkiss氏 反 応 は常 に強 陽 性 で あ る

が,Schiff氏 試 薬 のみ 作 用 させ た もの で は,1時 間 以

上 作 用 させ て も ご く淡 く染 るの み で あ る｡い ず れ のpH

域 で もM.は お こらず,ペ プシ ン作 用 後 もや は りM・

を呈 さな い｡こ れ らの性 質 は銀 染色 で,嗜 銀 セ ンィ が残

存 して い る乾 酪 化 巣 で も同様 で あ る｡グ リコ ー ゲ ン染 色

も陰 性｡

4乾 酪 化 巣染 色所 見 に対 す る考 按 ……低 分 子 化 した

一36一
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DNAexメ チノげ リーン雛 を失し4｡ニ ン雛 とな

り,こ の性質はリボヌクレアーゼを作用 させても変らな

い18)・19)｡Bunting20),市 大ll21)はそれぞれ淋巴腺結核の

乾酪化巣にみられる核破片について核酸の研究を行つて

いるが,筆 者の成績でも乾酪化巣の退行変性した核は,

大部分がメチルグリーン好性で,一 部 はピロニン好性で

あり,リ ボヌクレアーゼ作用後もピロニン好性を失わな

いことから,大 部労は高分子のDNAを 含み,一 部は低

分子化したDNAを 含むことが認められ,RNAの 存在

は認められなかつた｡次 に乾酪化巣はA｡P｡陰 性である

が,基 質に燐酸エステルを入れても,入 れないでも同様

に黒色に染 り,燐 酸エステルもカルシウム・イオンも入

れない場合でも淡い黒色に染ることから,乾 酪化巣には

燐酸及び燐酸カルシウムの存在が考えられるo

Hotchkiss氏 染色では乾酪化巣全体が強陽性で1｡2-

glyco1基 を もつ物質の存在を示す｡し かしいずれのpH

域でもM.を 呈 さないから酸性多塘類などではなく,ペ

プシン作用後 もM・ を呈さぬ故,Fellis22)の い う如く酸

牲 多糖類 と蛋白が強 く統合しているのでもないらしく,

グ リコごゲン染色も陰性である｡又 葡萄糖が血.中濃度す

なわちo・1%前 後存在 しても,Sehiff氏 試薬をごく淡

くしか発色させないから(試 験管内にて確認),乾 酪化巣

に存する1・2-gユye◎1基をもつ物質の決定はこの実験で

は困難である｡以 上 の性質は嗜銀センイが存在する場

所,す なわち増殖性結核病巣が乾酪化したと考えられる

乾酪化巣においても同様である｡品

〔R〕 結核性肉芽及び非特異性被膜

1類 上皮細胞及び巨細胞……ここでは定型的な類上

皮細胞及びラングハンス氏巨細胞について記す｡類 上皮

細胞核のDNAは うす く,RNAの かな り濃厚な仁を1

個有 し,細 胞質にもまばらではあるがRNAの 穎粒をか

なり含んでいる｡A・P・ は核,細 胞質とも殆んど陰性で

あるが時に軽度陽性のものがある｡細 胞質には,Hotch-

kiss氏 反応で軽度陽性の物質を含み,グ リコーゲン染

色は陽性のものと陰性のものとが あ る｡M.も 呈 さな

,い｡ペ プシン作用後の諸反応 も変 りなく,貧 喰結核菌と

の関係は下明｡

巨細胞は核の一つ一つにRNAの こい仁を1個 ずつ有

し,DNAも か なりこい｡細 胞質のRNAは,そ の細胞

が細い嗜銀センイで囲まれているものでは濃度高 く,噛

銀センイが膠原化 したと考えられる太いセンイで囲まれ

ている場合にはRNAは 淡 いか殆んど染らない(こ の関

係は染色法⑧によつて追求しうる)｡叉RNAは 細胞質

内に禰慢性に存するものと,核 集団に接して存するもの

とがあるが,い ずれの場合でも核膜に接 して濃度が大で

ある｡A.P.は 細胞質に陽性のことと陰性 の こ と とあ

り,陽 性の場合は細胞質の特に核膜に接 す る部 分に強

いoHotchkiss氏 反応では細胞質に常に強陽性物質が存

し,M・ は呈さないが,グ リコーゲン染色は時に陽性で

ある｡核 はHotchkiss氏 反応陰性で,M・ はpH44前

後からアルカリ側で淡 く紫色を呈する｡細 胞質のHot-

chkiss氏 反応陽性度は,そ のRNAの 多寡 とは関係な

く,ど の細胞でも強く陽性で,古 い固定標本の細胞でも

染色性に変りがない◎

2噛 銀センイ……Hotchkiss氏 反応陽性物質が嗜銀

センイに沿つ1て荏在しており,こ の物質はpH3.5～3.8

からアルカリ側でピンク色にM、 を呈し,ピ アルロニダ

ーゼを作用させるとM.物 質は消失する｡又 ペプシン作

用後のM・ には変化がない◎膠原化 したと考えられるセ

ンィでも,そ の聞質は,pH3.5～3.8か らアルカリ側で

M・ を呈し,Hotchkiss氏 反応も軽度陽性で,ヒ アルロ

ニダーゼ作用をうける｡

3セ ンイ芽細胞増殖部……セ ンイ芽 細 胞 の核 は

DNAが あ まり濃 くないが,RNAの 濃 い仁を2～3個

有 し,細 胞質のRNAも 極めて濃 く,細 長 く細胞質内に

満ちて存在している｡A・P・ の活性も細胞質にかなり強

い｡セ ンイ芽細胞増殖による新しい結合織基質は,pH

3・5～3・8からアルカリ側でピンク色にM｡を 呈し,そ の

程度は前記の噛銀センイ間質のM・ より強い場合が多い｡

又 ビアルロニダーゼ作用により,M・をおこす物質は消失

し,ペ プシン作用後のM・は変化がない｡こ の部のHot-

chkiss氏 反応は陽性である◎

4古 い結合織……基質化した病巣や古い空洞の最外

層をなす古い結合織層は,そ の基質のHotohkiss氏 反

応は弱 く陽性で,pH3.5～3.8か らアルカリ側でM.を

呈するが,そ の程度は②,③ の場合に比し軽度で,や は

りビアルロニダーゼ作用を うける｡厚 い空洞壁にみる小

動脈の中膜位には滑平筋のグリコーゲン穎粒の他に,そ

の間質にHotchkiss氏 反応陽性の物質があ り,これはpH

3.5～3.8か らアルカリ側でピンク色にM・ を呈 し,ピ ア

ルロニダーゼ作用を うける｡

5単 球増殖部……特異性被膜の外側の毛細血管新生

部,空 洞壁結合織層闇の残存肺胞,無 気肺に陥つた肺胞

などでいわゆる肺胞上皮細胞が肺胞壁に向つて増殖 して

いるところ,肥 厚 した肺胞壁内,或 いは血管外膜周囲な

どには,核 のDNAが 濃 くて細胞質のRNAも 豊富な単

球が多 く存し,RNAの 濃 い仁を1個 もつことと持たな

いことがあ り,A・P・ は細胞質に強陽性で核には陽性の

ことと陰性のこととがあり,細 胞質のHotc臆 嬬 氏反

応は時に陽性である｡核 及び細胞質のM・ は時にpH4・1

か らアルカリ側で紫色を呈するものがあるが,大 体Or-

thoohromaticで ある｡

6結 核性肉芽及び非特異性被膜の染色所見に対する

考按

イ)核 酸について……定型的類上皮細胞 で は,核 の

DNAも 細胞質及び仁のRNAも あまり濃度が高いもの

一 一37-一 一
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はみられなかつた｡こ れはこのような類上皮細胞は既に

艦銀きンイで囲まれているものが多 く.Koller8)な どの

癌細胞核酸と蛋白代謝過程の研究から類推して,成 長の

時期或いは細胞退化の時期にある類上皮細胞と考える｡

次 にラ氏型巨細胞が細い嗜銀センイで囲まれている場

合は,太 い膠原化したと考えられるセンイで囲まれてい

る巨細胞 より細胞質のRNAが 豊富なことは,巨 細胞と

嗜銀センイ生成との関係が考えられ,巨 細胞の細胞質の

RNAが 核集団に接 して濃度が大であることはCaspers-

son1)・2)・23)の報告 と同様である｡又 センイ芽細胞につ

いても仁及び細胞質の核酸量の増加 と蛋白合成,セ ンィ

生成 との関係を想像 しうる｡

ロ)ア ルカリ性ホスファターゼについて……核のA｡P.

活性 については,酵 素の拡散や燐酸カルシウムの核への

吸着14)・15)などを考えねばならず,筆 者の成績でも核の

んP・ 活性は時に強弱があ り一一定 しないから,こ の問題

は第H報 の動物実験にゆずることにする｡

巨細胞及びセンイ芽細胞の細胞質にはA・P・ 活性は強

いことが多 く,そ の程度は細胞質のRNA濃 度 と平行す

るようであり,こ れ は巨細胞の核集団に接する部分に

A｡P.活 性が強いことと共に興昧潔いo

ハ)結 合織について……類上皮細胞及びラ氏型巨細胞

を囲む嗜銀センイ間質,セ ンイ芽細胞増殖部の新 しい結

合織基質及び器質化 した古い結合織の基質は,い ずれも

1・2-91yco1基 を有 し,pH3,5～3.8か らアルカリ側でピ

ンク色にM.を おこし(ト ルイヂン・ブ7U・・で),ヒ ァル

ロニダーゼ作用により,こ の物質は消失 し,ペ プシン作

用後 もM・ に変化のないことから,寺 山t),大 野as),

逝iohaelis26),Meyer27),FoUis22)な どの理論より考え

て,主 としてビアルロン酸からなると思われる｡

叉新 しい結合織センイ聞質,嗜 銀センイ間質,古 い結

合織センイ間質の順に,染 色度及びM・ のピンク色が弱

くなるのは,そ れぞれの聞質が含むビアルロン酸の量的

な差によるためと考えられる｡又 空洞などの結合織層に

存する小動脈中膜位の滑平筋間質 も同様の染色性から,

ピアルロン酸を含むことが認められ,こ れ は肺の小動

脈,中 動脈の染色成績と同じである｡

さて長与28)は増生する結合織センイを研究 し,噛 銀

センイは1・2-gユy｡｡1基を有する酸性多糖類を含むことを

認めており,Bensley29),Meyer3◎),Dublin31)な どの研

究から,セ ンイは細網細胞,セ ンイ芽細胞などによつて

無構造な,主 としてビアルロン酸か らな る基質申に生

じ,こ れはPrecollagenな もので,後 に膠原センィに

移行 し,結 合織が古 くなるにつれて,基 質の酸性多穂類

は量が減じて くるものと考えられ,こ れらのことは,筆

者の今回の実験ともよく一致し,多 くの人が認めている

如 く31)・32)・33),類上皮細胞及びラ氏型巨細胞が嗜銀セ

ンイを産生すること,及 び結核性肉芽の基質は他のセン

イ化の場 合におけると全く同じであることが筆者の実験

からも組織化学的に明らかにしえたと考える｡

:・)そ の他Hotchki§ § 氏染色陽性物質などについて

'"…HotchkiSS氏 染色で核は陰性であつたが,こ れ は

RNA,DNAの9ヱycoI基 は化学的に置換 されているか

らこの反応を呈さぬとい うAltshuユer34)等の報告と一致

する｡核 はpH4前 後からアルカリ側で軽 度 に紫色に

M.を おこすが,ビ アルロニダーゼ作用後 もM・ に変化

がないから,紫 谷35)の報告の如 くDNAに よるM・ と

考えられる｡

類上皮細胞及び巨細胞の細胞質内の1・2-91ycol基 を

含む物質は,前 者では少量で後者では多量存 して い る

が,RNAの 濃度 と常に平行 して存するとは限らないこ

と,及 び古い固定標本でRNAが 染色 されない場合でも

1・2-glycol基 を もつ物質は染色 されるこ とな どから,

RNAが1・2-glycol基 の反応を与えているのではない｡

グ リコーゲン=染色は巨細胞に時に陽性であるから,こ れ

ら細胞内の1・2-91ycoユ 基を含む物質はグリコー・ゲン及

び他の糖質であると考えられる｡Kabat36)は 健康人肺の

A.P.を 報告 しているが,比 較的病変の少ない肺組織に

おいては筆者 も大体これと門致した成績を得た｡

実験成績(5)の 単球増殖部の項で示 した,核 及び細胞

質共にA・P・ 活性が強く,且 つDNA,RNA共 に豊冨

な単球は,一 部はその特異な核色質の配列から形質細胞

と考えられるが,他 の大型の単球 とその核酸に関しては

今回は省略 し,第 避報の動物実験において詳述すること

にする｡

〔皿〕滲出性病巣

1核 酸……いわゆる肺胞上皮細胞が膨化 したもので

は,RNAの 濃い仁を1個 有 し,細 胞質のRNAも 濃

く,核 のDNAも 豊富である｡肺 胞内の滲出大単球にも

時に同様な細胞を認めるが,多 くの細胞はRNAが うす

いか殆んど染らない◎1血管内にはRNAの 濃い細胞を認

めない｡

2ア ルカリ性ホスファターゼ……滲出性炎症の強い

病巣では,滲 出細胞にも肺胞壁細胞にも殆んど活性を認

めない｡滲 出性炎症の軽い場合は,肺 胞壁毛細血管内皮

細胞やいわゆる肺胞上皮細胞が膨化したものの細胞質に

やや強い活性があり,肺 胞内の滲出大単球にも細胞質に

軽度の活性を有するものがある｡

3糖 質……Hotchkiss氏 染色では肺胞内滲出液及び

フィブリンは強 く陽性にそまり,1血 管壁,肺 胞壁など

も,そ のセンィ問質が陽性である｡滲 出液とフィブリン

はM.を 呈 さず,稀 に中性域で軽 く変色することがあつ

ても,ビ アルロニダーゼ作用をうけない｡多 核白血球及

び一部の滲出単球の細胞質にHetchkiss氏 反応強陽性

であつたが,グ リコーゲンは殆んど証明出来なかつた｡

これちの細胞申には稀に肥絆細胞が存し,pH1・04で 既
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につ よ くM.を 呈 す るe
`

4滲 出性病巣染色所見に対する考按……いわゆる肺

胞上皮細胞が膨化及び剥離の状態にあると考えられる細

胞ではそのRNA濃 度,A.P.活 性共に大であるのは興

味潔い｡

滲出液,フ イブリン及び滲出細胞内の糖質がどのよう

な物質であるかは決定することが困難で,多 核白血球の

細胞質に存する1・2｡91yc◎ユ 基をもつ物質は,壇 基嗜好

性多核白血球ではヘパリンと思われるが,申 性嗜好白血

球ではやはり決定することは困難である｡

〔W〕 肥脾細胞及び メタクロマジーなどについて

1肥 脾細胞……肥脾細胞は肺の小血管壁,小 血管周

囲の雛 結合織内,気 管枝周囲結合織内及び肋膜下層に

常に認められるが,盛 んに粘液を分泌している気管校の

周囲には殊に多数存在 している｡又 結核病巣では,単 球

増殖による肺胞壁肥厚部から結核結節周囲にかけて多数

認められ,空 洞壁結合織層にも点在 しているが,類 上皮

細胞や巨細胞増殖巣にはごく稀にしか認めない｡滲 出性

病巣では既述の如 く肺胞腔内に稀に認められる｡

2メ タクロマジー一について……以上記述 したM.に

関する成績を一括すれば下表の如 くなる｡

次に肥眸細胞にみられるM・ はヘパ リンに因すると考

えられるので,ヘ パリンの粉末 とビアルロン酸の粉末と

について試験管内実験を行つた｡す なわちヒアルロン酸

は神戸衛生研究所から分与されたものを,種 々のpHの

S6rensen氏 及び酷酸緩衝液で0.1%溶 液 とし,そ の1ee

にそれぞれの緩衝液で溶解 した0｡01%ト ルイヂン｡ブ ル

ー液を2～3滴 加えた｡ヘ パ リンは武田製薬の糧末を用

い全く同様にしてそのM.を 検 した(右上2表)｡

3肥 絆細胞及びメタクロマジーについての考按……

肥腔細胞に関しては最近,血 液凝固抑制以外の作用につ

いてOliver37),Morrioxe38)な どが報告しており,結 核

病巣の結合織層にも肥脾細胞が多いという今回の成績と

併せ考えて興味深いが,こ れについては第H報 にて詳述

することにする｡

ヒ ア ル ロ ン 酸 の メ タ ク ロ マ ジ ー

pHl6・25・ ・二3伽 碑 坤 ・6・:2・281・釧 ・・25睡

1

9
臼

0
り

十

+

卦

釜

升

荘

等

+

十

十

(但 し,同 じpHの もの を3列 ず つ行 う)

ヘ パ リン の メ タ ク ロ マ ジ ー

PH6・2}5・ ・;3・68瞬2・92i2・6・ 瞬 ・M・・25…4

普

昔

昔

昔

著

昔

昔

昔

苔

1

2

3

十

升

暑

十

釜

甚

副 昔 副+
昔{昔

朴 十卜

(但 し箸,+は メ タ ク ロマ ジ ーの程 度 を示 す)

さてM・ については申小動脈中膜位 ・空洞壁小動脈中

膜位の滑平筋間質｡結 核性肉芽層基質｡結 合織基質はい

ずれもビアル質ン酸を主 とする物質からなること,そ の

組織内でのM・ は試験管内のM・ とよく一一致することが

証明されるQ次 にヘパ リンを含む肥絆細胞,ム=イ チン

硫酸を含むと考えられる気管杯状細胞,粘 液腺,分 泌物,

ヒョン ドロイチン硫酸を含むと考えられる軟骨などいず

れも,pH1.04で 既 にM.を 呈 し,ヘ パリンの試験管内

でのM・ とよく一致す るが,こ れらの硫酸多糖類の各々

を組織染色で区別することは困難である｡

pH
い ・e41S42.gl2.923・23・53.84・ ・4・44・75・ ・5・35・66・2接 三礪i糞 鵜 キ

肥 脾 細 劇 日 日 日 日 日 柵日 酬 受けない

胞

腺

織

物

骨

細

合

液

結

泌

状

囲

杯

粘

周

分

軟管

位

位

織
位

膜

膜

含
膜

中

中

結
中

脈

脈

壁
脈

動

動

洞
動

小

中

座
小{

{
類 上 皮 細 胞
増 殖 巣 基 質

.新生結合織基質

十

十

十

十

帯

帯

昔

昔

冊

帯

静

昔

撒

帯

帯

帯

器

帯

帯

帯

冊

帯

帯

辮

帯

掛

帯

帯

帯

砦

昔

升

帯

+

+

昔

昔

一

+

十

著

一

+

昔

十

q

+

十

著

一

+

+

十

一

十

受けない

受けない

受ける

受けない

升 釜 辮 帯 辮 帯 帯 柵 冊 冊 冊 冊 鼎 冊}舜 ケない

一 一 一 一 一+卦 帯 帯 帯 帯 欝 欝

一 一 一 一 一++升 帯 欝 欝 帯 帯

一 一++十 卜 帯 帯 帯 帯 帯

+十 十++釜 苔 砦

一 士 升 升 苔 升 帯 帯 帯 帯

受ける

受ける

受ける

受ける

受ける

帯

+

借

帯

十

細 胞 核1一 土 土++++± ± 士 土1受 けない1

但し{t謀楚6娠震 雌 難 示し
(細 胞 核 の場 合 は紫 色 で,他 は ピ ンク色 の メ タ ク ロvジPtを 呈 す)

但 し+～ 辮 は1
反応の強きを
添 す
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結 語

以上の人肺結核病巣組織切芹についての染色所見から

次の姫 く総括 しうる◇

1)乾 酪化巣の退行変性 した核は高分子DNAと 低分

子化 したDNAを 含 み,RNAは 乾酪化巣には認められ

ない｡
'2)乾 酪 化巣には燐酸及び燐酸カル シ ウ ムが含まれ

る¢

3)乾 酪化巣には酸性多糖類及びグリ=一 ゲンを含ま

ないが,1・2-glyool基 を有する物質が多量に存在する｡

4)噛 銀 センイも膠原センィも,そ の間質をなす物質

は主としてビアルロン酸からな り,そ の量はセンイ芽細

胞増殖による新生結合織基質に最 も多量で,嗜 銀センイ

聞質や古い結合織基質ではむしろ少ない｡

5)種 々のpHで の トルイヂン｡ブ ルーによるM.に

て,核 酸,ヒ アルロン酸,硫 酸多糖類を組織切片上で識

別することができる0

6)RNA,DNAはHotchkiss氏 染色陰性である｡

7)小 動脈 ・中動脈の中膜位滑平筋間質はヒアルロン

酸を含み,こ れは空洞壁の小動脈でも同様である｡

(以下は第皿報にて確認実験を行 うが,予 めここに記

職する｡)

8)ラ 氏型巨細胞 とセンイ芽細胞はセンイ形成能をも

ち,前 者はその周囲に嗜銀センイを生成 し,こ れは主と

してヒアルロン酸からなる基質中に生ずることが組織化

学的に想像される｡

9)巨 細胞 ・一センイ芽細胞｡膨 化 した肺胞上皮細胞,

な どでは核酸殊にRNAの 増 減と細胞質のA.P一 活性 と

は平行するようである｡

稿 を終るに臨み,御 指導並びに御校閲を賜つた堂野前

維摩郷教授,堀 三津夫助教授 に深甚の謝意を表しますθ
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